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機能 的ア セ ス メ ン トに基づ く自閉症ス ペ ク トラ ム幼児 と

　　　　　　　その 母親に対す る家庭内支援

　　　一
注 目によ っ て動機づ け られ た行動問題 へ の効 果
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　本研究で は、 自閉症ス ペ ク トラ ム 障害幼児 1名とその 母親 に対 して 家庭 内で 生起す

る行動問題 に関す る機能的 ア セ ス メ ン トを実施 し、 母親の 注 目を獲得で きる と い う結

果事象に よ っ て 維持 されて い た行動問題 に対応 した包括的な支援計画 を立案、実施 し

た。ア セ ス メ ン ト結果か ら導 き出された支援仮説 を基 に、 1 ）母親 と対象児に よる活

動 として 掃除場面 を設定 し、対象児の 適切 な行動 （掃除行動） に対 して 正 の 強化 を随

伴する、 2）帰宅後の おや つ 場面にお い て、写真カ
ー

ドに よる要求行動の 形成 を行 う、

3）家庭内の 環境整備 を実施 して 、 物理的に 行動問題がお きに くい 環境 を整える とい

う 3 つ の 介入手続きを立案し、実施 した 。 その 結果 、 対象児の 家庭内にお ける行動問

題 は減少 し、 母親 との 適切 な相互作用が増加 した 。
こ の 結果か ら 、 環境調整を主体 と

した行動問題 へ の 支援手続 きの 有効性 と、支援の 拡大 の 方向性 、よ り広範 な評価の 必

要性が 示唆され た。

キ ー ・ワ ー ド ：家庭支援　機能的 ア セ ス メ ン ト

　　　　　　　自閉症 ス ペ ク トラ ム

積極 的行動 支援　環境調整

1．は じめ に

　 自閉症ス ペ ク トラ ム 障害児をは じめ とする発

達障害児 に対す る支援 は 、 本人の み を支援対象

とす る の で は な く、 その 家族 を も支援対象とし

て含 め る こ とが前提 となっ て い る 。 法的 には 、

2005 年 に 施 行さ れ た 発達 障害 者支援 法 に お い

て 、 発達障害者の 家族 に対す る支援が行 われ る

よ うに 必要 な措置を講 じる こ とが 、 国お よび地

方公共団体 の 責務 と して 明記され て い る 。 近年

は特 に 、 家庭 中心型療育 （home −hased　interven−

tion）の 需要が 高ま っ て い る とい われ （道城 ・

松見 ， 2006）、専 門家の みが支援にあた るの で

は な く、家族が専 門家 と協働する こ と に よ り自

’
あけ ぼ の 医療福祉 セ ン タ

ー

糊
筑波 大学 大学院人間総合科学研究科

閉症 ス ペ ク トラ ム 障害をは じめ とす る発達障害

児 の 支援 を行うこ との 必要性が指摘 されて い る

（Dunlap ＆ Fox，1999）。

　 さまざまな形態 の 家庭支援が行われ て い る 中

で 、行動問題 を示す発達障害児者本人 と家族に

対す る支援 にお い て は、近年 、 積極的行動支援

（Positive　Behavior　Support）に よるア プ ロ ーチ を

す る も の が 多 く報 告 さ れ て い る （例 え ば 、

Buschbacher
，
　Fox ，＆ Clarke，2004 ；Lucyshyn ，

Albin
，
　Horncr

，
　Mann

，
　Mann

，
＆ Wadsworth，2007）。

その 中心的な方法論は、機能的ア セ ス メ ン トに

よ っ て 、対象児 と家庭 の さまざま な環境 との相

互 作用 の 中で行動 問題を分析 し、 家族の か か わ

りを含め た社 会的 ・物理 的環境 を整備す るこ と

に よ っ て 行動問題 の 解決を目指す と い う もの で

ある （Horner ＆ Carr
，
1997）。　 Lucyshyn 　et　aL
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（2007）は、特に家庭支援の 文脈に お ける積極

的行動支援の 特徴と して 、   家族 と の 協働 、  

行動問題 を理解す るた め の 機 能的 ア セ ス メ ン ト

の 実施 、   支援計画が家族の 生活 に十分 にあ っ

た文脈適合性 （contextual 　fit）を確実に持つ た

め に、家族の 目標、価値観、ス キ ル 、社会資源

に注 目する、  新 しい ス キ ル を提示 し、教授す

る こ とを重要視 した多様 な構 成要素の ある支援

計画 にする 、   日常の 活動場面や ル ー
テ ィ ン を

分析 と介入 の単位とする とい う 5 つ を挙げて い

る 。

　こ れ ら の 積極的行動支援に よる ア プ ロ ーチ を

行っ た研究の 多 くは 、 介入場面 に おける行動問

題の 減少に対 して大 きな効果 を示 して い る （例

えば 、 Du 皿lap＆ Fox
，
1999；Moes ＆ Frea，2002）。

そ の
一

方で 、従来の 研究で は 、 行動 問題の 減少

の み に焦点 を当て た もの が多 く、 本 人 と家族の

相互 作用 の 変化 と い う観点か ら評価 を行 っ た 研

究は Buschbacher　et　al ．（2004）や Vaughn ，　Wil−

son
，
　and 　Dunlap （2002） に限 られ て い る 。 日常

場面 を利用 した介入の 効果が家庭 にお ける家族

の 相互 作用 を変化させ 、介入場面以外 に もその

効果が波及する プ ロ セ ス を、具体的なデ ータ に

基づ い て示す こ とは、支援の 有効性 を実証 し、

よ り持続可 能で 効果的な支援方法 を検討する上

で重要 と考えられ る。

　また 、 多様な構成要素を含む とい う積極 的行

動支援 の 特徴 ゆ えに、ひ とつ ひ とつ の 介入要素

と子 どもの 行動の 変化の 機能的関係が わ か りに

くい とい う問題点 を抱 えて い る （Buschbacher

et　al．，2004；岡村 ・藤田 ・井澤，2007）。 多様な

介入 の 構成要素それぞれが行動問題 の 変容 に ど

う影響を及 ぼ した の か を明 らかにす る こ とは、

支援 の 効率性 の 向上 とい う点か ら も不可欠で あ

る 。

　以上 の 点を踏まえ 、 本研究で は 、 自閉性障害

の 診断を受けた幼児 1 名とその 母親 に対 して機

能的ア セ ス メ ン トに基づ く包括 的な行動 的支援

を行 い 、そ の 効果 を子 どもと母親の 行動の 変化

の 両面か ら評価 した 。 さらに、般化場面 におけ

る母子 の 相互作用 を継続 的に評価する こ とに よ

り、介入場面 にお ける母子の 行動の 変化が、ど

の よ うに般化 した の か を明 らか にする こ と を 目

的 と した 。

∬．方法

　 1．参加者

　医療機関に お い て 自閉性障害の 診断を受けた

知的障害児通園施設に通 う男児 1 名 （以 下 A 児

とする）とその 母親が本研究に参加した 。 研究

開始時の A 児 の 生 活 年齢 は 6 歳 3 ヶ 月で あ っ

た 。 生活年齢 6歳 1 ヶ月時 に実施した新版 K 式

発達検査の 結果は、姿勢 ・運動37ヶ 月、認知 ・

適応24 ヶ 月、言語 ・社会21 ヶ 月、全領域24 ヶ 月

で あっ た 。 研究を実施した 200X 年の 7 月に は、

居住 す る地域 の 児童相 談所に お い て 療育手帳

（  判定）を交付 され て い た 。 常時 3 〜 4 種類

の 投薬 を受け て い た が、薬の 量 や種類 は受診の

度に変わ っ て い た 。

　 A 児は家庭内にお い て 、 テ
ーブ ル や 出窓や 棚

な ど の 高い と こ ろ へ 登 る 、 押入れか ら布団を引

っ 張 り出す 、 物 を散 らか した り壊 した りする 、

冷蔵庫の 中身を勝手に出す、窓や 玄関か ら屋外

へ 飛び 出す、性器を くり返 しさわ る など複数の

行動問題 を示 して い た 。 研究 を実施 した前年度

の 4 月 よ り週 1 回 1 時間 、 B 大学 の 教育相談 に

お い て、応用行動分析学 に基づ く発達障害児へ

の 支援 を専 門とする大学教員の ス
ーパ ービ ジ ョ

ン の 下で 、 大学院生お よび大学生 に よる個別指

導 を受けて い た 。 指導内容は、見本合 わせ 、 工

作 、線引 き、要求言語、口 頭指示理解、活動 ス

ケ ジ ュ
ール 等に 関する もの であ っ た 。

　家族構成 は父 親 、 母親 、 A 児の 3 人で あ っ た

が、父 親は単身赴任中の た め 、 平 日は母親 とA

児の 2 人で 生活 して い た 。 母親か らは 「何をす

る か わか らな い の で 目が離せ な い 」、「1 日中、

A 児の 後 ろ をつ い て まわ っ て い る」と い っ た発

言が 聞か れ、育児にお ける ス ト レ ス が非常に 高

い と考え られ た 。 また、 A 児 の 行動問題 へ の 対

応 が うま くい か な い と い う趣 旨の 発言 も聞か

れ、A 児 との かか わ り方に つ い て 悩 ん で い る様

子 もみ られ た 。 本研究 は 、 母親か ら家庭 内で の
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行動問題へ の 対応に つ い て の 支援要請に よ っ て

開始 され 、 第
一著者が家庭 を訪 問 して母親 に対

して 支援方法を提案す るこ とで、A 児に対する

間接的な支援 を行 っ た 。 なお 、 研究の 参加に つ

い て は 母親に対 して その 内容 を 口頭 で 説明 し、

承諾を得た 。

　 2．支援期間お よび支援場面

　本研究 に お ける 支援は、200X年 7 月か ら12

月 まで 、 A 児 の 家庭 の リビ ン グ ル ーム にお い て

実施した 。 A 児 と母 親は帰宅後か ら入浴ま で の

時間の 大半 をリ ビ ン グル ーム で 過 ご して い た 。

リビ ン グ ル ーム には パ ズ ル や ままご とセ ッ トな

どの 玩具や、 トラ ン ポ リン や フ ィ ジオ ボール な

どの遊具の 他、広告 や鍵 、 懐 中電灯など の A 児

の 好み の ア イ テ ム が用意 され てお り、 A 児 は こ

れ らの ア イテ ム に 自由 に接触す る こ とが で き

た 。 また、A 児の 行動問題の い くつ か を未然 に

防 ぐた め に、子 ども用の 柵 が台所の 入 り口 とリ

ビ ン グ ルーム か らの 出口 の 2箇所に設置 されて

い た 。 台所側 の柵 は、A 児が 冷蔵庫 から食べ 物

を出 した り、 包丁やガ ス レ ン ジなどに接触 した
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Fig．1　A 児の 家庭 （リビ ン グ ル ーム）の 間取 りと

　　　 配置図

りするこ とを防 ぐための もの であ っ た 。 リビ ン

グル ーム側の 柵 は 、 玄関か ら屋外に 出て行 く、

洗面所で水遊 び をする など の 行動 を防止す る た

め に設け られて い た 。 こ の 柵の 先 に A 児が
一

人

で 行 くこ とは許可 されて お らず 、 開けた り乗 り

越えた りした場合に は母親が制止 して い た 。 リ

ビ ン グル ーム の 見取 り図をFig．1に示 した 。

　 3．ア セ ス メ ン トの実施 と支援計画の立案

　　（1） 生 態学的ア セ ス メ ン トの 実施 ： は じめ

に 1 日の ス ケ ジ ュ
ール とその 中で 行動問題が生

起 しやす い 場面、時間帯に つ い て 聞き取 りを実

施 した 。 平 日の A 児の ス ケ ジュ
ール は 、 16時前

に通 園施設 か ら帰宅 し、10〜15分程度でお や つ

を食 べ
、 その後は特 にやるこ とが決め られ て い

ない 自由な時間を過 ごす と い うもの で あ っ た。

18時過ぎには入浴し、そ の 後 に夕食を食べ て い

た 。 A 児の 行動問題 は通園施設か ら帰宅 してお

や つ を食 べ た後か ら入浴前 に特 に生起 しや す

く、おや つ や ごはん を食べ て い る ときに は生起

しな い との 情報が得 られ た 。 そ の ため、最 も行

動問題 が 生起 しやす い と され る通 園施設か ら の

帰宅後の 2 時間程度 を支援場面す る こ とに決定

した 。

　 また 、 標 的 となる行動に つ い て は 、 物 を置 い

て お くとい じっ て 壊 して しまうた め に室 内に物

を置 い て お くこ とが 困難で ある、高 い とこ ろ へ

登 っ た り子 ども用柵 を乗 り越 えて 出て行 っ た り

す る行動が 頻発する ため 目が離せ ない
、 何を要

求 して い る の か が分か らず要求 を充足す る まで

に何 度 も物品を提示 しなけれ ばな らない な どの

複数の 問題点が 挙げ られ た 。 母親 との 協議の 結

果か ら、こ れ らの 行動問題を減少させ るための

包括的な支援 を実施す るこ とに な っ た 。

　聞 き取 り調査で は 、 A 児の 好 きな活動や 遊 び、

よ く用い る要求の 反応型に つ い て の 情報 も収集

した 。 食 べ 物は ア イ ス や ジ ュ
ース な どの お菓子

類が好み で あ っ た。鍵や懐 中電灯 を持 ち歩 く、

名札 な どをい くつ も首に か ける 、 DVD を見 る 、

広告 を眺 めると い っ た活動が好み で ある こ とが

分か っ た 。
モ ッ プや掃除機な どの 掃除道具 も好

ん で 接触す る ア イテ ム で あ り、 掃 除をする真似
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を した り、立 て か けて 眺め た りす る こ とが好 き

で あ っ た 。 また 、 こ れ らの 好み の アイテ ム につ

い て 、 母親 に命名する よ うに要求する こ と も多

い との こ とだ っ た 。 要求の 手段は ク レ
ー

ン や指

差 しと 「まままま」 とい う発 声が 中心 で 、分化

した音声に よ る要求の 反応型 と して は 「あ い ふ

（ア イ ス ）」、 「うっ ふ （ジ ュ
ース ）」 の 2種類が

報告 された 。

　　（2） 行動問題 の 機能的ア セ ス メ ン ト ：行動

問題 の 状況要因や 先行事象、結果事象を明 らか

にす る こ とを目的として、A 児が 通園施設か ら

帰宅 した後の 約 2 時間に つ い て 、第一著者が 行

動観察を行 っ た 。

　 自由時 間の行動観察か らは、出窓や テ ーブ ル

な どの 高 い と こ ろ へ 登 る、子 ど も用の 柵 を乗 り

越 えて廊下 や キ ッ チ ン へ 行 く、 玩具 を蹴飛ば し

て散 らか す な どの 行動が 頻繁 に 観察 された 。 A

児が これ らの 行動問題を始発す る具体的な きっ

か けは特定で きなか っ た もの の 、 母親が A 児か

ら離れ て 家事 を行っ て い る場合に行動問題が生

起 しやす い こ とか ら、母親の 注目が 少 ない 状況

が 行動問題を生起 しやす くさせ る状況要因 と し

て 働 い て い る こ とが考え られた 。 行動問題 に対

す る母親の対応 は、 A 児 を言語で 注意 ・叱責 し

た り、身体援助を用 い て A 児の 行動 を制止 した

りする とい うもの だ っ た 。 行動問題 を示す前 に

A 児が 母親の 方を向 い て様子 を伺 う様子が頻 繁

に見 られたほか 、 A 児 が出窓に上 っ た り柵を乗

り越 えよ うとして い る の に母親が 気づ い て い な

い と 、 母親の 方を見 なが ら待 っ た り、 自ら 「ま

ま」 と注意 を引 く場面 もあ っ た 。 こ れ らの こ と

か ら、A 児の 行動問題 の 多 くは母親 の 注 目を得

る機能が ある と推察で きた 。

　
一

方、 性器を繰 り返 し触る とい う行動問題 は 、

同様に母親の 注 目の少ない 状況で生 起 しやすか

っ たもの の 、一
度始まっ て しまうと母親が止め

させ ようとして も続けて 行 っ て い た 。 そ の た め 、

主 に感覚刺激が 得 られ る こ とに よ っ て 維持 して

い る行動問題 と考え られた。

　また 、 A 児の 要求 に対 して母親が 厂後で ね」、

「だめ」な ど と拒否 を し た り、 A 児 の 欲 しが っ

て い る物や 活動以外 を提 示 した りす る と、「い

や い や い や 」と激 しい 拒否をしなが ら走 り回る

こ とが あ っ た 。 また 、 行動観察 に よ っ て 、 やろ

うとして い た行動 を母親が制止 した直後 に も行

動問題が 生 起 しやす い こ とも明 らか とな っ て い

た 。 こ れ らの こ とか ら、A 児 の 要求レパ ー
トリ

ー
が 限定 され て お り、要求が消去され た り要求

の 充足が 遅延 された りしやす い こ とも、 行動問

題が 生起す る 要因 の ひ とつ で あ る と推測で き

た 。

　　（3） 支援計画の 立案 ： ア セ ス メ ン ト結果か

ら、次の よ うな支援仮説 を導 き出す こ とがで き

た 。 まず、室内にA 児 の 興味 の ない 玩具が多数

あ り、 それ を蹴飛ば して散らかす と い う不適切

な方法 で 母親の 注 目 を得 る と い う状況が あ っ

た 。
こ うした A 児の 行動問題 の き っ かけとなる

物理 的な環境 を取 り除 くこ と に よ り、行動問題

が生起 しに くくなる と考 えられた 。 また、要求

レ パ ー トリ
ーの 不足 に対して は、A 児 に要求対

象物 ご とに分化 した要求ス キ ル を形成す る こ と

が考えられ た 。 それ に よ り母親へ の 要求が充足

されや す くな り、結果 と して 行動問題 も減少す

る可 能性が あ っ た 。 母親が叱責す る こ とに よ り、

注 目要求の 行動問題が強化 され て い る と い う事

態は特 に対応が困難で あ っ た 。母親か らは 「分

か っ て は い て も無視 （消去） で きない 」 とい っ

た発言が よ く聞か れ 、A 児に注 目を得 るため の

適切 な代替行動を獲得 させ る た め に も多 くの 時

間が かか る こ とが 予想 された 。 そ こ で、 A 児が

すで に持 っ て い る行動 レ パ ー トリ
ーを利用 した

活動 を母親 と一緒に行 う場面 を設定す る こ とに

よ り、母親か らの 注 目を適切 な方法で 得 る こ と

が 可能 とな り、行動問題に よ る注目要求が 減少

する こ とが考えられた。

　支援仮説を もとに母親 との 協議 を行 い 、以下

の 支援計画を立案 した 。 支援計画は、 1 ）母親

と A 児 による活動場面を設定 し、 A 児の 適切 な

行動 に対 して 正 の 強化を随伴す る 、 2 ）帰宅直

後の お やつ 場 面にお い て写真カ
ー

ドに よ る 要求

行動の 形成 を行 う、 3 ）家庭内の 環境整備 を実

施 して物理的に行動問題が起 きに くい 環境 を整
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Table 　1　機能 的 ア セ ス メ ン トに 基 づ く支援仮説お よび支援計画

　 状況事象

（確 立 操 作 な ど ）

先行事象

（弁別刺 激 〉
行動 結果 事象

行動 問題 が生

起す る こ とに

関する 仮説

・母親 が A 児 か ら離れ て

家事 を行 っ て い る

・リビ ン グル ーム の 物 理

的 な環境 や マ テ リア ル

・
母親が A 児の 行動を制

止す る、叱責す る

・高い 場所へ 登 る、柵を

乗 り越 える．物 を散 ら

か す、布団を引 っ 張り

出す等

・母 親が A 児の 行動を制

止す る、叱責す る （母

親か らの 注 目を得ら れ

る）

・性 器 を繰 り返 し触 る　 　・感覚刺 激 を得 る

・ほ しい もの が 手の 届 か

ない とこ ろ に ある

・
や りた い 活動 が あ る

が 、A 児単独で は で き

ない

・要求 した もの とは違 う

もの が 母親 か ら提 示 さ

れる

・要 求が 認 め ら れ な い

　 （消去 され る ）

・「まま まま」 や指差 し

で 要 求 を繰 り返す
・
　「い や い や い や 」と戞螢

い 拒否を示 した り、室

内を走 り回 っ た りす る

・遅延 され るが最終 的 に

ほ しい もの が 得 られ る

・
や りた い 活動が で きる

・母 親の 注 目 を得 ら れ る

立案 した支 援

計画

・玩 具 を片付け る、ク ロ

ー
ゼ ッ トの 扉 を縛る と

い っ た 物 理 的 な 環境 調

整 をす る

・写 真 カ
ー

ドを使 っ た 要

求行動 を教授する

・A 児 の 既 存 の レ パ ー
ト

リ
ー

で 遂 行で きる活動

場 面 を用 意 し、母 親 の

賞賛や 注 目を随伴させ

る

える とい う 3 つ の 介入手続 きか ら構 成 された 。

支援仮説とそれ に基づ く支援 計画 をTable　1に示

した 。

　 4 ．介入手続き

　　（1＞ 掃 除場面の 設定 1 ：母親とA 児 が協働

して 掃除 をす る時間を作る ことに よ り、A 児の

行動を母親が強化す る と い うポ ジ テ ィ ブな関わ

りを持つ 機会を意図的 に設定する こ とが 本介入

の 目的で あ っ た 。 掃除場面 を選択 したの は 、 ア

セ ス メ ン トに よ り明 らか とな っ た A 児の 好み を

反映 させ た ため で あ っ た 。 A 児が 適切な使用ス

キ ル を持 っ てお り、 母親 と A 児が 協働 して掃除

の で きる ア イテ ム として ハ ン デ ィ モ ッ プが 選定

され た 。 また 、母親の 心理的負担 を考えて掃除

時間は 10分間 とした 。

　掃除の 開始は 、お や つ 後の 自由時間に母親が

ハ ン デ ィ モ ッ プ を 2 本用 意 し、タ イマ
ーを10分

に セ ッ トした後 、 A 児 が タ イ マ
ー

の ス タ
ー

トボ

タ ン を押す こ と に よ っ て 開始 され た 。 母親 と A

児は リビ ン グル ーム 内にあ る家具や玩具 な どを

ハ ン デ ィ モ ッ プで拭 き、 A 児が掃 除を行 っ た場

合 、 母親は A 児に対して言語賞賛 を行 っ た 。 10

分経過後 、 A 児が タイ マ
ーを止め て カ レ ン ダ

ー

に シ ール を貼 っ て掃 除場面は終了 とな っ た。掃

除終了後は A 児が掃 除用具 を要求する様子が み

られ て も母親は 「また明 日や ろ うね」とい っ て

応 じるこ とは しなか っ た 、
こ れ は 、 飽和化 に よ

りA 児の 掃除 に対する動機づ けが低下 し て しま

うこ とや 、 母親の 家事が滞 る こ とを防 ぐため で

あ っ た 。

　　 〔2） 掃除場面 の 設定 n ： A 児の 掃 除行動へ

の 動機づ けを高め て 自発 的な掃 除行動 を促進す

る こ とを目的 として実施 した 。 掃除用具 は、ハ

ン デ ィ モ ッ プ を含む 5 種類 の 中か ら、最大 2種

類 を選択す る こ とが で きる よ うに した 。 また 、

掃 除終 了後 に強化子 と して 菓子が提示 され た 。

菓子の 種類 ・量に つ い て は母親が任意で 決定し

た 。 そ の 他の 手続 きは（1）と同様で あっ た。

　なお 、本 フ ェ イズ の 開始前に第
一
著者に よる

モ デ ル 提示を 2 回実施 した。 これは 、 母親か ら

「A 児が 誘 い に の らな い と きに どうした らい い

の か が 分か らな い 」 との 質問が あ っ たため で あ

り 、 モ デ ル の 内容は 、主 に A 児へ の 誘 い か け

（先行事象 の 提示 ） と A 児の 掃除行動 に対す る

賞賛 （結果事象の 提示）で あ っ た 。 また、週 に

1 、 2 回 の 家庭訪問時 に 、 その 日の掃 除の 様子

と 1 週 間の 記録 を もとに、母親の A 児に対する

誘 い かけや賞賛 、 A 児の 掃 除行動に つ い て、第

一著者が フ ィ
ー ドバ ッ ク を行 っ た。フ ィ

ー
ドバ

ッ クは、母親の A 児 へ の 誘 い か けや 賞賛が 適切
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で あ っ た か 、A 児の 掃除行動の 変化に つ い て ポ

ジ テ ィ ブ な内容 を中心 に 囗頭 で行 っ た 。

　　（3） 写真 カ ー ドに よ る 要求行動の 形成 ：本

介入は 、 写真 カ ー ドに よる分化 した要求行動 を

形成する こ とに よ り、母親に よる 要求充足が 遅

延 され に くくす る こ と を 目的 と し て 実施 した。

写真カー ドに よる要求行動の 形成は、絵 カ
ー

ド

交換 式 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン シ ス テ ム （the　Pic−

tUre　Exchange　Cornmunication　System；以下PECS

とす る ） ト レ ー ニ ン グ マ ニ ュ ア ル （Frost ＆

Bondy ，2002） の フ ェ イ ズ 皿 まで の 手続 きを参

考に実施 した。フ ェ イズ 1 は写真カー ドを手に

取 り、正 面 に い る要求充足者 に写真カー ドを手

渡す こ とを標的 と したフ ェ イズ で あ っ た 。 フ ェ

イズ H は 、 子 どもと要求充足者 との距離 、 子 ど

もと写真 カ
ー

ドとの距離、子 どもが要求する物

品や 活動 の 数 を増や す こ とが標的 と され た 。 フ

ェ イズ 皿 は、複数 の 写真 カ ー
ドの 中か ら自分の

要求 した い もの の写真カ
ー

ドを選択 して 手渡す

こ とが標的 と され た。

　母親 と第
一

著者 と の 協議 に より、 A 児の それ

ま で の 生活 ル ーテ ィ ン に 組み 込 まれ て い る活動

の 中で 、 A 児の 要求行動が安 定 して 出現する動

機づ けの 高い 場面 と して 、おや つ 場面 を選定 し、

PECS トレ ーニ ン グ の フ ェ イズ 1 と m の 指導を

実施 した 。 また、指導場面の 拡大 と フ ェ イズ H

の 手続きの 実施を 目的 と して 、 自由時間 にお け

る DVD や ビデ オ の 要求場面 （以 下 、
　 DVD 場面）

を選定した 。 指導開始 の 前 日に書面 と口頭に よ

る指導手続 きの 説明 を第一著者が行 い 、毎 日の

指導 は母親が行 っ た 。

　　  　物理的環境調整 ：A 児の 行動問題が 生

起 しに くい 環境 を整 える こ とを 目的 と して 、 リ

ビ ン グ ル
ー

ム の 物理的な環境 調整 を実施 した 。

具体的に は 、   お もち ゃ 箱 をひ っ くり返 した り、

散 らか した玩具 を蹴飛ば した りする行動がみ ら

れた こ とか ら、 A 児が 遊ばな い 玩具は別室に片

付 ける、  ク ロ
ーゼ ッ トか ら布団 を引 っ 張 り出

す行動が頻発 したため、ク ロ
ーゼ ッ トの 扉を ひ

もで しば っ て 開けられ な い よ うにする 、   カー

ペ ッ トをめ くっ てそ の 中へ 潜 る行動がみ られ る

よ うに なっ た こ とか ら、代 わ りに A 児 が夜間眠

る ときに使用 して い るお気に入 りの 毛布を掃 除

が 終 わ っ た ら出 し て お くと い う対応 を実行 し

た 。 環境調整の   は ア セ ス メ ン ト直後の 8 月上

旬に段階的に行われ 、   は 10月10日か ら、   は

11月13 日か ら実施され た。

　 5 ．介入手続きの 評価

　　（1） デ
ータの 収集 と従属変数 ：支援に とも

なうA 児お よび母親の 行動の 変化は 、 第一著者

に よる行動観察に よ っ て 評価 した 。 行動観察に

つ い て は、第
一

著者が A 児の 家庭を週 1 〜 3 回

訪問 し、掃除場面 とその 後の 自由場面 をビ デ オ

カ メ ラ で 録画す る こ とで 行 っ た 。 掃 除場面 は週

1〜 3 日の 各 10分間、 自由場面 は週 1 日程度 30

分間を評価対象と した 。 そ れぞれ 10秒 間の イ ン

ターバ ル 記録法を用 い て 評価 した 。

　 自由場面の A 児の 行動 は 、 行動問題 （高 い と

こ ろ へ 登 る 、子 ど も用柵 を乗 り越える 、 玩具 を

蹴 る 、 布 団を引 っ 張 り出す、性器 い じり、叩く）、

好み の ア イテ ム へ の 接触 （広告や鍵、玩具 な ど

A 児の 好み の ア イ テ ム を手に持 っ て い る）、 母

親 と の 関わ り （母親へ の 要求や 手遊 びなど母親

と同 じ活動に 従事し て い る）の 3 項 目を評価 し

た 。

　掃 除場面 に おけ る A 児 の 行動 は、掃除行動

（掃 除用 具を手に持 っ て い る、母親の 掃除行動

に注 日して い る）、要 求 （母親 に掃除用具 を差

し出す、掃除用具や拭か れ て い る もの を指差 し

して 命名要求をす る 、 「あ い ふ 」 など と強化 子

を要求する）、拒否 （手を前 に伸 ば して 「い や

い や い や」 と言 う）、 行動問題の 4項 目を評価

した 。 また 、 母親の 行動 を教示 ・指示 （掃除用

具 を差 し出 して 「や ろ うね」と言うな どの A 児

へ の 誘 い か けや掃除する場所を指さ して 「こ こ

拭 い て 」な ど と言 う掃除場所 の 指示）、 掃 除の

援助 （A 児 の 目の 前 で掃 除の モ デ ル を示す、A

児の 手 を取 っ て
一

緒 に掃 除を行 う身体 ガ イダ ン

ス ）、 言語 賞賛 ・身体 強化 （「じ ょ うずだ ね 」

「きれ い に な っ た ね」 な ど A 児の 掃除行動 をほ

め る 、頭 や 身体 を なで る 、拍 手をする ）、注

意 ・叱責 （「あ っ ぷ （だめ）」「こ ら っ 」な ど の
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行動問題 に対する否定的なこ とばかけ）の 4項

目で 評価 した 。

　　（2） 信頼性と社会的妥当性 ：デ ータ の 信頼

性は 、 自由場面 と掃除場面 に つ い て は第
一

著者

と第二 著者が独立 して ビデ オ分析 を行 い 、 観察

者 間
一

致率 を算出 した 。

一致率は、一致 した イ

ン タ
ーバ ル 数 を全 イ ン タ

ーバ ル 数で 除した もの

に 100をか けて計算 した 。 自由場 面の 全デ ータ

の 30．4％ に つ い て
一致率 を算出 した結果 、

一致

率は93．5％ （範囲 ：84〜99％）だ っ た 。 同様に

掃除場面 の
一
致率を算出した結果 、 A 児 の 行動

に つ い て の
一

致率は 96、3％ （範囲 ：86〜100％）

で 、母 親の 行動に つ い て の
一

致率は 92．0％ （範

囲 ：82〜98％）だ っ た 。

　 また 、 支援実施後に は母親に対 して ア ン ケー

トを実施 して社会的妥当性 の 評価を行 っ た 。 ア

ン ケ
ー

トは 、支援 の 効果、支援 の 応用可能性 、

実行の 容易 さ、支援 の 妥当性や 満足度に関する

全22項 目に つ い て 、 5 段階の リ ッ カ
ー

ト尺度で

評価 した 。

　　（3｝ 実験 デザイ ン ：支援計画の 効果は 、 単

一
事例研究法 にお けるA −B −BC −BC

’
デザイ ン に

よ り評価 した 。 A は ア セ ス メ ン ト、　 B は写真 カ

ー ドに よ る 要求訓 練、 C は掃除場面 1 、　 C
’

は

掃 除場面 n と した 。

皿．結果

　 1． 自由場面 にお け る行動の変化 に つ い て

　A 児 の 自由場面 にお ける行動 の 推移 をFig ．2

に 示 した。 A 児の 行動問題は、子 ども用 の 柵 を

乗 り越 えて 室外 へ 出 る 、 高い ところ へ 登 る、性

器 い じ り、 散 らか しなど複数の 反応型 にわ た っ

て 生起 して い た 。 特 に 掃除場 面の 設定以前 は 、

ア セ ス メ ン ト時 は 19．4％ 、写真 カー ド支援 フ ェ

イズ で は平均 29．0％で 行動問題が 観察 され た。

また、こ の 時期 は 自由時 間に母親 と関わ る こ と

は少な く、A 児は好 きなアイテ ム を持 っ て室 内

を歩 き回 っ て い る こ とが多か っ た 。

　掃除場面の 設定後 は 、 掃 除後の 自由場面にお

い て も母 親が 自発 的 に A 児 に 関わ る こ とが 増

え、それ に伴 っ て A 児 の 行動問題 は平均 9．2％

Ioo
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Fig，2 　自由場面 に お け る A 児 の 行動

に 減少 した 。 さら に 、 掃 除場面の 設定 H で は平

均1．2％に まで 減少 した 。 A 児 と母親は 手遊 び

や フ ィ ジ オボ ール を使 っ た遊 びが 多 くみ られ 、

A 児が母親に対 して何 度 も繰 り返 し手遊 びや フ

ィ ジオボ
ール を要求す る様子が観察 され た。 ま

た、 A 児が
一人で広告 を眺め て い る時に、母親

が 「マ マ に も見せ て 」と言 っ て A 児と
一

緒に広

告を見た りA 児が好きな店の 名前を言っ た りす

る様子や 、 ままご とセ ッ トの 野菜を持ち歩い て

い る ときに は母 親が 食器 を用 意 して 「○○ち ょ

うだ い 」 「い ただ きます」 な どと言 い なが ら食

べ る まね をする な ど 、母親か ら A 児 に 接近 して

A 児の 活動 を母親が広 げる様子が観察された 。

　 自由場面 にお ける相互作用 は支援終了の 3 ヵ

月後、 5 ヶ 月後 も高 い 水準で維持 してお り、行

動問題 もほ とん ど見 られ なか っ た 。

　 2．掃除場面の設定 につ い て

　掃除場面にお ける A 児 と母親の 行動の 変化 を

Fig．3に示した 。　 A 児 の 掃除へ の 従事 は、介入

開始直後は高い 従事率を示 したが維持せず、10

月 9 日以 降は 50％ 以下 の 従事率で あ っ た 。 掃除

へ の 従事が低 くなる に つ れ て 行動 問題 （主 に性

器 い じり）の 生起頻度が 高まっ た 。 A 児 の 掃除

従事行動が低下する と母親に よる掃除へ の 誘い

かけや賞賛 も少 なくな り母親 とA 児の 関わ り自

体が減少した 。

　第
一
著者に よ る モ デ ル とフ ィ

ー
ドバ ッ ク、掃

除用具の 選択 と強化子 随伴 フ ェ イ ズ に なる と、

A 児 の掃除従事は再び増加 し、性器 を触 る とい
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Fig．3　掃 除場面 にお け る A 児 （上） と母親 （ド）

　 　 　 の 行動 の 推移

う行動問題 は見 られ な くな っ た 。 また 、 母親の

関わ りは誘い か け、援助、賞賛 ともに 増加 した 。

一
方 、 母親が掃除用具 を交換 して い る時間に強

化子の 菓子 を得 る た め に冷蔵庫 を開ける行動が

生起 したため、母親 に よ る叱責
・注意は、前の

フ ェ イズ よ りもわずか に高 い 頻 度で生 起 した 。

　選択 した掃 除用具 は 1 日をの ぞ き、すべ て モ

ッ プ と コ ロ コ ロ で あ っ た 。 コ ロ コ ロ に つ い て は 、

母親が小 さな紙切れ （穴あけパ ン チ の ゴ ミ）を

用意 して A 児が コ ロ コ ロ をか ける場所 に まく工

夫をする様子が み られ た 。

　 3．写真カードに よる要求行動の形成

　お や つ 場面で 写真 カ
ー

ドの 導入開始直 後 は

「まままま」 とい う発声に よる要求が 生 起 した

ため、母親 の カ ー
ドを指差すプ ロ ン プ トが 必要

で あ っ た 。 しか し、 3 日 目よ りすべ て の 試行で

指差 しプ ロ ンプ トなしで A 児が写真 カー ドを手

に と っ て 母親に手渡す こ とがで きる よ うに なっ

た 。 写真カ ー
ドの 枚数は 1枚か らは じめ 、 段階

的に 2 枚、 3 枚、 4 枚に増や し て い っ た 。 選択

フ ェ イズ で は、ほ ぼ全て の 試行が 正 反応で あ っ

た 。

　 DVD ・ビ デ オ場面 は 9 月 5 日よ り開始 した 。

選択 フ ェ イズ か ら開始 し、 写真 カー ドの 枚数は

4 枚、 6 枚 、 9 枚 と増 えて い っ た 。 おや つ 場面

と同様 、 ほ ぼすべ て の 試行で正反応 を示 した 。

　写真 カ ー ドを手渡す行動 に付随 して 厂うっ ふ

（ジ ュ
ース ）」 「ま ままま」「あんが

一 （DVD ）」

な ど の 発声が み られ る こ ともあ っ た 。 また、11

月 15日以降は 「ち ょ だ い 」 と い う言語 に よる要

求が み られ 、「うっ ふ ち ょ だ い 」 とい う 2 語文

に よる要求も見 られ た 。

　 4 ．支援に対する主観的評価

　支援実施後の ア ン ケー トの 結果 を介入要素別

に見る と 、 写真 カ ー ドに よる要求行動 の 形成に

関す る項 目は 7項目あ り、平均4．6点であ っ た 。

掃除場面の 設定に関する項 目はll項 目あ り、 平

均 4．2点で あ っ た 。 物 理的環境 調整 を含 む支援

全体 に関す る項 目は4項 目あ り、平均 4．3点で あ

っ た。内容別 にみ る と、支援の 効果 に関す る項

目は 8 項 目で 平均 4．1点 、 支援 の 応用可 能性 に

関す る項 目は 3 項 目で 平均 4．7点 、 実行 の 容易

さに 関す る 項 目は 6項 目平均 4．0点 、 支援 の 妥

当性 や 満足度に 関する項 目 は 5項 目で 平均 4．8

点で あ っ た。

N ．考察

　本研究 は 、 自閉性障害の 診断 を受けた男児 1

名とそ の 母親 に 対 して 、 家庭内で 生起する行動

問題 に関す る機能的ア セ ス メ ン トを実施 し、母

親の 注 目を獲得で きる とい う結果事象に よ っ て

維持 され て い た行動問題に対応 した 、 包括的 な

支援計画 を立 案 、 実施 した もの で あ っ た 。 以下

に 、 本研究 の 結果 と支援方法の 機能的 関係 に つ

い て 考察す る 。

　 1 ． A 児 と母親の 行動変容 に つ い て

　本研究 にお ける 自由場面は 、 写真 カ ー
ドに よ

る DVD の 要 求場面 と して の 役割だけで な く、

掃除場面 の 設定に よる A 児お よび 母親の 行動 の

変容に つ い て の 般化場面 と し て も位置づ け られ

た 。 写真 カー ドに よ る 要求行動 の トレ ーニ ン グ

の み を導入 したフ ェ イズで は、自由場面に お け

る A 児の 行動問題 は高 い 頻度で 生起 して お り、
一

方で 、 母親 と の ポ ジテ ィ ブ な関 わ りは低頻 度

か つ 減少傾向で あっ た 。 しか し、掃除場面を設

定する こ とで母親が A 児 を強化で きる機会を導

入する と、行動問題 は減少して低頻度で 推移 し、
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機能的 ア セ ス メ ン トに 基づ く自閉症 ス ペ ク トラ ム 幼児 と その 母親 に 対す る 家庭内支援

A 児 と母親の 関わ りは大 きく増加 した 。 こ の 自

由場面 における母子の 行動の 変化 を、 3 つ の 介

入要素の 観点か ら考察する 。

　 掃除場面 における A 児と母親の 行動の 変化を

み る と、次の よ うな こ とが 考え られた 。 まず掃

除場面の 設定 1 で は 、 10月 8 日まで の 期間は比

較的高か っ た A 児 の 掃 除従事率が、10月 9 日以

降は 50％ 以 下 に減少 した 。 こ れ は、ハ ン デ ィ モ

ッ プ の み を使 っ て 毎日掃除を実施 して い たため

に A 児が飽 きて しまっ た こ と 、 母親 に よ る 掃除

へ の 誘い か けや 従事に 対する 賞賛が 少なか っ た

こ とが原因 と考え られ る 。 A 児が掃除を行 わな

くな っ たため に、 A 児の掃除行動に随伴 して い

た母親の 賞賛 は減少 し、掃除従事 へ の 援助行動

も滅少 した 。 そ の結果、A 児の掃除従事率は さ

らに低下 し、母親の 注目を得る ため の 行動問題

が増加 す る と い う悪循 環が 生 じ た と考え られ

た 。

　掃除場面の 設定 皿で は、A 児の 掃 除へ の 動機

づ けを高め るため に、掃除道具の 選択や 強化子

を導入 した 。 また 、 第
一

著者が 母親に掃除へ の

誘 い か けや 褒め方 に つ い て の モ デ ル を提示 し、

定期 的 に手続 きの 実行 に 対す る パ フ ォ
ー

マ ン

ス ・フ ィ
ー

ドバ ッ クを行 っ た 。 そ の 結果、A 児

の 掃除従事率は増加 し、母親の A 児 に対す る 誘

い か けや 促し、援助行動、賞賛も増加 した 。 A

児の 掃除従事率が高まる こ とで 、母親が A 児に

関わ る行動も強化され 、 援助行動や 賞賛 も比較

的高 い 水準で推移 した 。 そ して 、 母親 に よ る 誘

い か けや援助、賞賛が高 い 頻度で 生 起 した こ と

に よ り、A 児の 掃除従事率も安定す る とい う好

ま し い 循環 が生 まれ た と考 える こ とが で きる 。

つ ま り、掃除用具 の 選択 と強化子の 導入 に よる

A 児の 掃除従事行動の 増加 と、モ デ ル の 提示 と

定期的なパ フ ォ
ー

マ ン ス ・フ ィ
ー ドバ ッ ク の 実

施に よる母親の教示
・
指示、援助 ・

賞賛の 増加

が 相互 に作用 し、互 い の 行動を強化 して い た と

考 え られ た 。

　掃 除場面 の 設定は 、A 児に何 らか の 行動や ス

キ ル を直接教 えた わ けで な く、 A 児が すで に持

っ て い る行動 レ パ ー
トリ

ーを利用 して、母親が

A 児 の 行動 を強化で きる場面を設定した もの で

あ っ た。母親 に モ デ ル 提示やパ フ ォ
ー

マ ン ス ・

フ ィ
ーバ ッ ク を実施する こ と に よ り、 母親か ら

A 児へ の 適切 な注 目を増加 させ た本介入は、注

目要求の 機能を有する行動問題 に対す る環境側

の 調整 と位置づ ける こ とが で きるだ ろ う。 行動

問題 へ の 対処 と して は 、 機能的 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ

ョ ン 訓練 （Functional　Communication 　Training）

な どに よる代替行動 を教授する方法が
一般的で

あ り、 多 くの 先行研 究で 成 果が 示 され て い る

（例 えば、Durand ＆ Carr，1991）。 しか し、母親

に注 目要求 を出す とい う複雑な代替行動は獲得

する の に時間が かか る こ とが多 く、そ の 間 も行

動 問題が強化 され続 けて しまう場合 に は、行動

問題 を代替行動に置き換える の が 困難な場合 も

ある （Koegel，　Koegel，　Boettcher，　Harrower ，
＆

Openden
，
2006）。 新 し い 行動 の 獲得に 時 間の か

か る こ との 多い 発達 障害児を対象 とす る 場合、

子 ど もに新 しい 行動 を教授す るこ とによ り行動

を変容 させ る よ りも、 母親 の 行動 を変えるほ う

が短期間で容易で ある こ とが 多い 。 環境側が変

わ る こ と に よ っ て 、 子 ど もが 行動 問題で はな い

方法 で 正 の 強化 を得 る機会を増や す こ とが で き

た点 は 、 本研究の 成果 の ひ とつ と考 え られた。

　掃 除場面 の 設定 n で A 児の 掃 除行動と母親の

援助行動や賞賛が高い 頻度で 安定する よ うに な

る と、自由場面にお い て もA 児 と母親の ポジテ

ィブ な関わ りが増加 した 。
こ れ は、掃除場面に

お ける 母親 の A 児に 対する誘い か けや援助、賞

賛をする行動が 自由場面に般化 した こ とが主 な

理 由と考 えられた 。 掃 除場面の 設定 H の 導入 に

と もない
、 自由場面で は 、 通園施設で A 児が や

っ て い た手遊び を積極 的に取 り入れ て 関わ る様

子や 、A 児が広告 を眺めて い る際に母親が 「見

せ て 」と言 っ て A 児の活動に 関わ っ て い く様子

が観察された こ とが 、 こ の こ とを裏付けて い る 。

また、掃除場面で 行動 問題以外の 行動 に対 して

注 目を随伴 した こ とに よ り、 自由時 間に おける

注 目要求の 行動問題の動機づ けが低下 し、行動

問題が減少 した可能性 も考え られた 。

　 なお 、掃除場 面の 設 定 n で は母 親 に よる 叱
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責 ・注意が わず か に増加 した 。 しか し、こ の 叱

責や 注意は冷蔵庫を開ける とい う事物の 獲得の

機能を もつ 行動に対する もの で あ っ て、注 目要

求 の 機 能 を もつ 行動 に対す る もの で は なか っ

た 。 そ の た め 、 掃除場面お よび自由場面にお け

る適切 な注 目に基づ く相互作用の 維持、増加 に

は支障なか っ た もの と考え られる 。

　 一方 、 写真 カ ー ドに よる支援の み を導入 した

フ ェ イズで は、 A 児の行動問題 は減少傾向で は

ある もの の 十分に は低減せ ず 、 母親 と の 関わ り

も増加 しなか っ た 。 こ れ は 、PECS トレ ーニ ン

グ に よ っ て行動問題 が減 少 したとい うCharlop−

Christy，　Caq ）enter ，　Le，　LeBlanc，　and 　Kellet（2002）

の 結果 と一
致 しな い もの で あ っ た 。 写真カ

ー
ド

に よる支援が行動問題の 減少 に つ なが らなか っ

た要因 として 、 自由場面 におい て写真 カー ドを

使 え る の は DVD ・ビ デ オ の 要 求 の み で あ り、

A 児がその 他 の 要求をす る ときは、依然 として

「まままま」とい う発声や指差 し、行動 問題 な

どの従来の方法に頼 る必要が あ っ た こ とが考え

られ る 。 また、A 児の 行動問題 は要求が 消去 あ

る い は遅延 された場合だけで な く、多 くは母親

の注 目を得る ため に行わ れて い た 。 写真 カー ド

に よる要求対象が母親の 注 目を得 に くい 活動 で

あ っ た こ と も、 行動問題が減少 しなか っ た理 由

の ひ とつ と考えられ た 。

　 その ため、今後は さ らに 自由時間に多く生起

して い る手遊 びや フ ィ ジオ ボ
ー

ル な どの 要 求に

つ い て も写真 カ ー
ドの 使用 を拡大する こ とで、

要求が消去され るある い は遅延 され る こ とをき

っ か け と した行動問題 を減 らす こ とがで きる可

能性 があ っ た 。 また、 A 児が 要求を 自発する頻

度や 、母親 に よ っ て 要求が充足 され る確率な ど、

行動問題 とは異 なる測度に よる評価を導入 する

こ とも、生活 の 質 （Quality　of 　Life）の 向上 とい

う観点か らは重要と考えられ た 。

　 自由場面で は上 記の 2 つ の 介入 に加 えて 、 リ

ビ ン グ ル
ー

ム の 物理的な環境調整 を行 っ た 。 物

理的な環境調整は 、 行動 問題 に対す る先行子操

作ある い は予 防的対応 として 、 そ の 有効性や重

要性が 指摘 され て い る （藤 原 ・平澤 ， 2007）。

しか し、A 児の場合は、布団 を出せな い ように

ク ロ ーゼ ッ トの 扉 を しば る対応が と られ る とカ

ーペ ッ トに潜 る行動が出現す るな ど 、 1 つ の 注

目獲得の 手段が取 り除か れ る と、新 しい 手段を

探 し出 して い る よ うで あ っ た 。
こ れ は、調整し

た物理的環境が 必 ず し も母親の 注目を得るため

の 行動 問題 に不可欠な もの で は なか っ た ため と

考 えられる 。 その た め 、 本研 究の 場合 は 、 物理

的な環境調整とあわせ て、行動問題 と同様の結

果事象の 得 られ る環境 を整備する こ とが重要で

あ っ た 。

　 2．母親による支援プ ロ グラ ム の 評価

　社会的妥 当性 ア ン ケ
ー

トの 実行の 容易さに関

する 項 目は平均 4．0点で あ っ た こ とか ら、本研

究の 介入手続 きの 実行 に 関す る母親 の 負担 は比

較的低か っ た と推測 で きる 。 しか し、自由記述

で は 「上 手 くい っ た と きには （A 児を）可愛い

と思えたが、上手 くい か な い ときは苦痛で した」

との コ メ ン トが あ り、 支援 の 効果がで ない 、 あ

る い は母親が支援の 効果 を実感で きな い こ とで

負担感が 高 まる こ とが考え られ た 。
つ まり、 手

続 きの 構成要素 だ けで な く、 子 ど もの 行動が母

親の 負担感や 手続 きの 実行 に影響を与えて い る

大 きな要素で あ っ た。母親の 関わ り行動が A 児

の 掃除行動 に影響 を与えた こ とは前述 した通 り

だが 、A 児の 行動がポ ジテ ィ ブ に変化 して い く

こ とで 母親の 関わ り行動が強化 され、手続 きの

実行が維持 され た と考え られ た 。 今後は 、 支援

者で ある母親の 行動が 強化 され る環境 をい か に

維持するかが重要 な課題で あると考 え られる 。

　 3．今後の課題

　 本研究は 、 積極的行動 支援 （Pos｛tive　Behav−

ior　Support）の 方法論に よ る 家庭支援が 子 ど も

の 行動問題 や母親 との ポ ジテ ィ ブ な相互作用 に

与 える効果を検討す る こ とに よ り、 その 妥 当性

を示 した もの で あ っ た 。 積極的行動支援 の 観点

（Lucyshyn　et　a1．，2007）か らみ た本研究 の特徴

は以下 の 6 点であ っ た 。   家族と の 協働 的な ア

プ ロ
ー

チ で あ っ た。  機能的ア セ ス メ ン トに基

づ く包括的な支援計画 を立案 し、 実施 した 。  

家族の 価値観や 本人の 好み を考慮 した支援計画

一 22一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

機能的 ア セ ス メ ン トに 基づ く自閉症 ス ペ ク トラム 幼児 とその 母親に 対する 家庭内支援

で あっ た 。   新し い ス キ ル の 教授に加え、環境

を整備する こ とに よ っ て、本人お よび母親が正

の強化を得 られ る機会を作 っ た。  母親の 行動

に 関する客観的デ
ー タを示す こ とに よ り、家族

全体の 変化 をよ り詳細 に評価す る こ とが で き

た 。   通常利用 で きる資源 を用い て 、 日常生 活

場面 を分析 と介入の 単位 とした 。

　 A 児 と母親の 相互作用の 変化に 関す る客観的

なデ
ータ か らは、既存 の ス キル と好み を活用 し

た親子で の活動場面 を 日常生活の ル ー
テ ィ ン に

組み込む こ とが 、 他の 生活場面に お い て も母子

の 相互作用 を促進 させ 、 結果的に行動問題 を減

少 させ た こ とが 明 らか とな っ た 。

一
方で 、本研

究は比較的短期間の 支援に よる結果 を示 した も

の で あ り、子 ど もの 行動問題、母親の 関わ り行

動の それぞれ に関す る長期的な維持 と般化 は重

要な課題で あ っ た 。 今後は 、 対象児の 適切 な行

動 を拡大す る と と もに 、支援の 担 い 手で ある母

親か ら対象児へ の かかわ りを強化す る手続き を

日常生活の 中に組み 込むこ とで 、 子ど もや 家族

全体の QOL を考慮した ライ フ ス タイル の 向上 ま

で を視野 に入 れ た支援 （平澤 ， 2003） を進めて

い くこ とが必 要で ある と考え られ た 。
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Functional　Assessment　and 　Family−based　lntervention　for　a　Child

　　　　　　with 　Autism 　Spectrum 　Disorder　and 　His　Mother ：

　　　The 　Effect　on 　Behavier 　Problems 　Maintained 　by　Attention

Sayaka　TAKEI   Yoichi　GOM1 寧 寧

and 　Fumiyuki　NORO ”

　The　stUdy 　evaluates 　an 　effect　of　a　positive　behavior　support （PBS）approaoh 　with 　a　family　ofa 　child

with 　autism 　spectrum 　disorder　and 　severe 　behavior　problems，　Based　on 　the　result　of 加nctional　assess−

ment ，　a　comprehensive 　support 　plan　for　the　behavior　problems　which 　were 　maintained 　by　mother
’
s　at−

tention　was 　implemented．　The　support 　plan　included，1）embedding 　a
‘」
cleaning 　time

”in　the　daily　life

routinc 　to　increase　the　opportunities 　that　child　is　reinfbrced 　with 　the　appropriate 　behaviors
，
2）training

the　PictUre　Exchange　Communication　System（PECS），3）eliminating 　the　discriminative　stlmulus 　to

the　bohavlor　problems．　Results　indicate　durable　improvements 　in　the　behavior　problems　and 　increases

of　child−mother 　interaction．　The　fUnctional　relationship 　between　each 　of　lnterventjon　components 　and

child −mother 　interaction，　the　direction　how　to　expand 　more 　effective 　and 　sustainable 　support 　are 　dis−

cussed ．

Key 　Words ：family　support ，　functional　 assessment
，
　Positive　Behavior　Support，　arrangernent 　of　envi −

　　　　　　　　ronment ，　autism 　spectrum 　disorder
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